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長い間ありがとうこざいました

東頸バス山平線

　写真は、田野倉経由大島村大平行きの山平線を走る東頸バスです。昭和28年からrマ

ルケー」のバスとして地域に親しまれてきました。通学・通勤時は、多いときに2台

のバスが走っていたそうです。写真は3月31日、最後に運行したときの1枚です。

　なお、4月1日から町運営のバスが、儀明松代問を運行しているほか、寺田・莇平・

仙納を結んだ循環線のバスが運行しています。

4月1日から介護保険がスタートしました

　急速に高齢化が進む日本。当町の高齢

化率（65歳以上の万の占める割合）は、4

月1日現在、町の人ロの35．6％で1，556人

です。また、介護を必要としている高齢

者で要介護認定を受けた人は163人でした。

　町では、ケアブランを作成し、4月1

日からの介護サービスに備えてきました

また、それぞれの万の身体状況に応じた

介護サービスヘの対応に努めています。

o当町や松之山町など＋日町広域6市町村

　が同じ濃いピンク色の介護保険保険証。

　しかし、高齢者の介護を社会全体で支える新しい仕組みに、疑問や不

安もつきません。そこで町では、役場2階の住民課及びデイサービスセ

ンター内の在宅介護支援センター（智7－3700）で介護の相談を受け付け

ています。お気軽にご相談ください。
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平成12年度予算概要

『人と自然の命輝く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まちづく

●一般会計及び特別会計予算比較表
（単位：千円、％）

区　　　分 平成12年度予算 平成11年度予算 比　較 増減率

一　　　般　　　会　　　計 3，760，000 3，810，000 △50，000 △L3

国民健康保険
特別　会計

事業勘定 392，613 404，016 △11，403 △2．8

施設勘定 21，455 21，667 △212 △LO

介護保険特別会計 303，521 0 303，521 皆増

老人保健特別会計 565，047 641，195 △76，148 △11．9

簡易水道事業特別会計 260，236 365，585 △105，349 △28．8

公共下水道事業特別会計 356，902 320，879 36，023 lL2

農業集落排水事業特別会計 217，900 54，000 163，900 303．5

合　　　計 5，877，674 5，617，342 260，332 4．6
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　平成12年度予算が、町議会の可決を受けてスター

トしました。一般会計37億6，000万円と今年から新

たに介護保険を加えた7つの特別会計21億1，767

万円、合計58億7，767万円が21世紀に向けた町づく

りに使われることになります。

　今回は、12年度の予算から一般会計の主要事業

をとおして内容をお知らせします。

●総務費及び議会費
ソフト主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

ふるさと定住促進対策事業 600 600 結婚祝金支給

新潟県知事選挙経費 5，672 30 選挙経費

衆議院議員総選挙経費 8，841 30 選挙経費

企画振興費 5，721 5，699 総合計画作成経費他

里創プラン整備事業 12，595 12，345 大地の芸術祭運営経費

地域活性化支援事業 9，080 9，080
各種団体、早稲田大学交流事業及

び冬の陣等補助

魍世田谷区10周年記念事業
（補助金）

2，300 1，300
移動美術館、都市交流、新年子供

祭り経費補助

ハード主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

里創プラン整備負担事業（県単） 44，800 0
雪国農耕文化村センター（仮称）

実施設計

テレビ難視聴地域解消対策事業
（県単）

13，520 43
下山、孟地、苧島中子、片桐山滝

沢地区

●土木費
ソフト主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

冬期保安要員設置費 8，895 5，269 保安要員11集落配置

地すべり巡視員設置事業 1，788 225 地すべり巡視員9地区

ハード主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

道路橋梁維持管理費（町単） 39，125 39，125
町道各路線維持修繕、舗装修繕工
事

道路新設改良事業（町単） 42，100 300
町道改良4線、拡幅突角改良4線、

舗装4線

国県道工事負担事業（県単） 40，000 40，000 国道、県道改良事業負担金

防雪対策事業（町単） 9，000 0 町道善宗塚線、越菅線防雪柵6基

豊かで快適な雪国づくり推進事
業（県単）

7，644 87 小型除雪機4台購入

町営住宅修繕費（町単） 2，000 2，000 下町住宅外壁修繕工事

克雪住宅資金貸付事業（県単） 20，632 0 克雪住宅建設貸付5戸
克雪住宅普及促進事業（県単） 20，000 10，000 克雪型屋根改造補助50戸

住宅用地整備事業（町単） 6，050 1，050 金鉢地区暗渠排水工事

公共下水道事業特別会計助成事
業（補助）

107，325 56，325 松代地区公共下水道整備事業繰出

●農林業費

ソフト主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

緊急生産調整特別対策事業 2，113 813 転作推進経費

グリーンリース事業 180 0 貸農地管理等経費

特定農山村総合支援事業 4，000 0 特産品開発、都市交流等経費

翻中山間地域等直接支払交付
金事業

150，850 37，713 急傾斜農地耕作者等直接支払経費

ハード主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

集落センター屋根改造費（町単） 3，289 3，159 奈良立多目的集会施設

農林業生産体制整備事業（県単） 20，050 50 菌床椎茸栽培施設建設補助

講地域資源発掘整備事業（県
単）

61，950 50
松代中学校寄宿舎交流施設改造工

事

灘農業振興事業（補助） 55，440 60
儀明地内菌床椎茸栽培施設2棟建
設補助

纏淀住生活環境整備事業（補
助）

15，000 500
苧島集落道改良用地買収、測量委

託

翻高齢者・女性等生きがい発揮

促進事業（補助）
63，025 394

千年女性・若者等活動促進施設建

設（木造2階建）

県営事業（農免農道）負担事業（補

助）
35，900 300 蒲生、北山地区農免農道整備負担

県営事業（中山間広域型）負担事

業（補助）
35，425 125

農道・集落道改良、営農雑飲用水

整備負担

県営事業（水と土ふれあい事業）

負担事業（補助）
4，226 226

室野地区ため池整備、松代地区計

画策定

町単農業基盤整備事業（町単） 4，㎜ 3，980 町単ほ場整備補助

県単土地改良事業（県単） 36，200 350
集落道千年西線改良、農道峠香の

原線、仙納蓬平線改良
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諸収入1、7％63，909

　繰入金6，3％236詔§●署lili3

　　　　　　地方税7．8％292，361

地方消費税交付金他1。4％53．057嶺

自動車取得税交付金0．8％23、919斗

　　地方譲与税1．1％47，584’弓レ

　　国庫支出金1。7％62，660

　　　　　　町債　8．8％　331，400

●衛生費

ソフト主要事業

県支出金10．6％398，330

単位：千円

地方消費税交付金他の内訳

地方消費税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金

特別地方消費税交付金
寄附金

地方特例交付金

単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

ふるさと定住促進対策事業 1，100 1，100 出生祝金支給

老人保健事業 32，853 24，390 総合健康診査、各種ガン検診等

結核予防事業 1，508 1，508 結核予防経費

食生活改善推進事業 1，708 1，708 食生活改善普及経費

糖尿病予防事業 735 735 糖尿病予防教室開催経費

リハビリ教室事業 356 356 リハビリ教室開催経費

痴呆・ねたきり介護指導事業 226 226 介護教室開催経費

乳児・幼児医療費助成事業 1，783 932 乳児・幼児の医療費助成

火葬場管理運営事業 22，352 1，306 火葬場建設負担金等

リサイクル推進事業 6，261 6，260 分別収集経費

不燃ごみ処理事業 14，020 14，020 不燃ごみ処理経費

ごみ処理事業 31，081 31，081 可燃ごみ処理経費

し尿処理事業 13，483 13，483 し尿処理経費

ハード主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

合併処理浄化槽普及事業（補助） 4，488 1，818 8人槽5基分設置補助
簡易水道特別会計助成事業（補
助） 89，335 77，435 松代地区第5次拡張工事他繰出

●商工費
ソフト主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

店舗改装費補助事業 2，400 2，400 店舗改装費補助

地方産業育成資金預託事業 9，000 0 地方産業育成資金貸付
スキー場維持管理費 35，949 20，949 スキー場管理運営等委託

ハード主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

難灘街路灯設置費補助事業（自治

総合センター補助事業）
2，620 120 松代商店街街路灯改修補助

観光施設維持管理事業（町単） 10，000 0 芝峠宿泊施設各種修繕工事

灘薄観光施設整備事業（県単） 17，815 90
松代城吐公園キャンプ場公衆便所

建替え

●消防費
ソフト主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

十日町地域広域事務組合常備消
防費負担金

93，236 93，236 常備消防費負担金

十日町地域広域事務組合消防団
費負担金

15，439 15，439 非常備消防団費負担金

災害対策経費 3，180 3，180 災害対策経費

ハード主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

十日町地域広域事務組合消防施
設費負担金（補助）

8，493 1，293 防火水槽3基設置負担金

●労働費

ソフト主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

出稼労働者援護事業 331 331 出稼労働者支援経費

ふるさと定住促進対策事業 3，000 2，401 就労報奨金支給

、鐵緊急地域雇用対策事業 3，318 318
大地の芸術祭インフォメーション
センター運営委託経費

●災害復旧費

ハード主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

過年発生町単農林業施設災害復
旧費（町単） 500 500 過年災害発生見込額計上

灘過年発生補助農林業施設災
害復旧費（補助）

6，073 798 林道松苧山線災害復旧費

過年発生町単公共土木施設災害
復旧費（町単）

4，400 4，400 道路1線、河川4川復旧

3

一一般会計37億6，000万円の構成比
災書復旧費・予傭費0．5％19，108

　　　　　労働費0．4％15。636
　　議会費1．7％66、887
5肖防費3，3％　126，134

商工費3。8％143，336

　　衛生費7，1％267，269

●民生費
ソフト主要事業

教育費　9．1％　343，132

民生費”．1％418，918

土木費12，6

ψ

　農林業費18．1％684、164

単位：千円

17．0％642、007

14．7％　556，144

単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

国民健康保険特別会計助成事業 42，822 31，194 国民健康保険特別会計繰出

重度心身障害者医療費助成事業 5，690 3，940 重度及び心身障害者医療費助成

身体障害者措置事業 16，192 3，584 身体障害者施設入所費

獺心身障害者通所援護事業 2，945 1，575
心身障害者通所作業所運営経費補

助

纒東頚福祉会補助事業 24，857 24，857 東頚福祉会（特養）運営経費補助

ホームヘルブサーピス事業 2，870 1，870
介護保険認定漏れ者のホームヘル
プサーピス事業委託（東頚福祉会）

麟高齢者生活支援事業 3，435 1，017
配食サーピス、除雪援助等高齢者

生活支援

纏生きがい活動支援通所事業 13，428 11，003
介護保険認定漏れ者のデイサービ

ス事業委託（東頚福祉会）

灘介護保険特別会計助成事業 56，631 56，631 介護保険特別会計繰出

老人保健特別会計助成事業 29，386 29，386 老人保健特別会計繰出

難灘雛灘家族介護支援対策事業 2，960 1，453
ホームヘルパー資格取得補助及び

おむつ支給

老人保護措置事業 20，270 4，504 老人ホーム入所費

住宅改造費補助事業 1，000 500
要介護老人及び身体障害者の住宅

改造費助成

騨在宅福祉ボランティア団体
育成事業

1，730 865 ボランティア団体運営費助成

灘わくわくふれあい交流事業 2，050 1，050 老人、児童、障害者の交流経費

在宅介護支援センター運営事業 21，825 14，970 在宅介護支援センター運営委託

保育所・へき地保育所運営費 32，630 9，410 認可2保育所及びへき地保育所費

児童手当 8，270 979 児童手当支給

●教育費

ソフト主要事業 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

羅糧チャレンジ21教育推進運動

事業
2，110 1，055

小学校3校の地域の自然・文化を
学ぶ体験学習事業

灘チャレンジ21教育推進運動
事業 630 315

中学校の進路学習、社会貢献活動、

スボーツ活動事業

語学指導経費 5，647 5，647 外国人による英語指導

心の教室相談活用事業 431 0 中学校のいじめ対策経費
纏交流施設運営管理事業 10，577 3，962 交流宿泊施設運営経費

クロカンスキー強化事業 2，014 2，014 ジュニアクロカンスキー強化費

ハード主要事業 単位；千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

小学校施設整備事業（町単） 13，558 558 小学校3校の内部修繕等工事

灘中学校体育館大規模改造事
業（補助）

4，916 916 中学校体育館の耐震診断業務委託

体育施設整備事業（町単） 22，754 6，931
第1・第2プール管理棟、ブール
本体及びプールサイド修繕工事
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》
前
夜
祭
の
メ
イ
ン

「
雪
上
み
こ
し
、
活
き
！
生
き
！

合
戦
」
に
も
大
勢
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

鞭，』、．取多の2万2手人

蕨ζ。1鰯潔，鶏瀧轍艦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獺

第13回『のっとれ松代城』順位表

順位 ゼツケン 名　前 住　　所 備　　　考

1 245 尾島　　誠 柏　崎　市 城主（コシヒカリ150㎏）

2 191 高澤和裕 松之山町 城代家老（コシヒカリ10k8、スノーシュー）

3 89 大橋　純一 栃　尾　市 侍大将（コシヒカリ10㎏、ソバ’セット）

4 64 宮沢　　充 横　浜　市 4位（ソバ10束）、遠万1位（コシヒカリ10㎏）

5 143 和田　芳夫 小干谷市 5位（ソバ10束）元城主

6 398 根津洋平 十日町市 6位（　ノノ　）

7 227 斉藤　雅哉 十日町市 7位（　ノソ　）

8 65 片桐　浩吉 上　越　市 8位（　ノノ　）

9 144 友野良夫 小千谷市 9位（　ノノ　）

10 58 北蔦　優一 上　越　市 10位（　ノソ　）

11 149 谷川　克浩 豊　栄　市 釜ゆでの刑（芝峠温泉宿泊券）

12 10 阿部　陽介 六　臼　町 釜ゆでの刑（芝峠温泉宿泊券）

15 208 沢田　昌三 能　生　町 酒責めの刑（雪中梅）

19 186 茂野　　収 松代町松代

21 236 桑原　和幸 津　南　町 前城主

22 187 松沢　隆幸 松之山町
34 351 池田　　敦 松代町田野倉

38 244 本山　義昭 松之山町
44 352 池田　　渉 松代町田野倉

48 202 小野　和昭 胃　海　町 酒責めの刑（越の松代城）

50 138 佐藤　剛史 松代町峠
53 110 石丸　雅行 松代町蒲生

57 109 佐藤　信一 松代町峠
63 350 荻野　健吾 新発田市 遠島の刑（グアム島旅行）

67 169 小堺　俊和 松代町蓬平

72 21 佐藤　一重 松代町室野

75 189 高橋　明也 松之山町
85 52 川ロ　孝子 新　潟　市 女大将（女性1位）

86 190 高沢　利昭 松之山町
98 17 本柳禎子 松代町仙納 女性2位

106 63 楠　　　剛 上　越　市 遠島の刑（グアム島旅行）

108 126 武井健太郎 群　馬　県 酒責めの刑（越の松代城）

131 185 小野みよ子 新　潟　市 女性3位

133 28 橦ロ　直樹 高　柳　町 酒責めの刑（越の松代城）

143 324 磯貝　睦美 頸　城　村 女性4位

146 168 佐藤　友紀 松之山町 女性5位

169 181 金泉　春雄 長　岡　市 遠島の刑（グアム島旅行）

179 263 山賀久美子 松代町松代

202 97 本間　信夫 柏　崎　市 遠島の刑（グアム島旅行）

212 296 富田　和孝 東　京　都 疲れ目の刑（カラーテレビ）

226 286 佐藤貴幸 十日町市 酒責めの刑（越の松代城）

257 239 三島　大助 柏　崎　市 酒責めの刑（越の松代城）

260 394 柳　　　卓 松代町菅刈 釜ゆでの刑（芝峠温泉宿泊券）

300 329 坂本　　充 清　瀬　市 酒責めの刑（雪中梅）

318 234 間島　広明 新　井　市 遠島の刑（グアム島旅行）

347 354 小坂　晴彦 八王子市 酒責めの刑（越の松代城）

鞭

翼

轄
幽

優勝し、新城主となった

尾島誠さん⑫9）〔柏崎市〕

　
3
月
H
日
、
に
日
の
両
日
、
第
B
回
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣

が
松
代
町
町
民
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
2
日
問
で
過
去
最
高
の
延
べ
2
万
2
千
人
が
祭

を
楽
し
み
ま
し
た
。

『
の
っ
と
れ
！
　
松
代
城
』
で
は
、
尾
島
誠
さ
ん
（
柏
崎
市
）

が
優
勝
、
準
優
勝
は
、
松
代
高
校
の
高
澤
和
裕
君
（
松
之
山
町
）

で
し
た
。
ま
た
、
女
性
は
、
川
口
孝
子
さ
ん
（
新
潟
市
）
が
優

勝
、
準
優
勝
は
、
本
柳
禎
子
さ
ん
（
仙
納
）
が
入
り
ま
し
た
。

　
以
下
、
結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

、，，響，ご葵舞、ll翫』1，慰　騨，、、攣も粟、騒零慕『

熟
．
灘
瀬
…
、
㎜
驚
羅

東
…
蓑
　
　
　
》
、
隊
7
、
“
ー
．
、

ひ
・
“
、
一
㌧
黛

－
為
鰹
．
　
㎜
齢
　
欝

　
　
　
＼
、
鍵
　
　
畿
　
毒
『
鴎
憲

糠

　　　　v灘…熱蓑、多・．難　、
　　　　　　．，毒一筆、、－雛餐灘　　　襲　　騒

1
、 　一潔馨鐵纏1糠轟1譜齢・囎　　　　　　　　　　　齢　　＼、欝　◎　難
羅騰畿麟騨，，，．叢．纏叢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4



調雪上みこし蒲き／生き／合戦一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸

一〇蝉揮会u繊臨魎欝箪翼目響ル驚

騰
燦

磁饗’
　　　・擬殉嚥

責》灘麟
虚

プ，メ3うスポツト～冬の陣～

影

活き！生き！部門賞の「犬伏大活躍のボランティアのみなのっとれ1　女性2位の本柳

ビンビン神輿」　　　　　　　さん　　　　　　　　　　　禎子さん（仙納）

総合優勝の室野青年会「歌舞田野倉明日葉会「三九郎ぎつ

伎役者神輿」　　　　　　　　ね神輿」

陰
のρ｝一職気

　　　、、

鰹雄聾覇
　　　　　　　　藥．

　　　　罐『騨雛

瓢騨．

磯鎚
　罎

松代相撲協会土俵入り 大宝引き大会

雪のほたる「平成ほたる太鼓田野倉明日葉会「景気回復七ほくほく線クイズ優勝の関谷出陣大舞踊会、全員で芝峠温

神輿」　　　　　　　　　　　福神神輿」　　　　　　　　　綾君（松代）　　　　　　　　泉音頭

．懸、騨纏嶺．

蓬平蓬和会「竜神神輿」

神輿合戦の様子

千年子ども会「千年のピカチュ　冬の陣終了、こうして記念撮

ウ」　　　　　　　　　　　　影をする人が増えています

　雛葦
気

太平友の会「太平子宝神輿」

　　　　　　　　　　　　　　気の食い倒れ横丁

第13回　越後まつだい冬の陣寄付金　一覧表
（敬称略・受付順）

國体呂 寄慰品 鯉 金額：円 翻体各 鮒翻 裁嚢 金額1円

世田谷区教育委員会 ビール券 6枚 アイ建築研究所 20，000

まねき猫 2個 ㈱加賀田組上越営業所 30，000

スノーシュー 2組 ㈱日本除雪機製作所 100，000

八王子職員組合 B輌3本x2組 20，000 ナカノアイシステム 20，000

北越急行㈱ あま酒代 20，000 ㈱和光ベンテインチ大塚製薬㈱ ポカリスエット 300

十日町雪祭り実行委員会 缶ビーノし500m¢ 1箱 ㈱和光ベンデング・ボッ
24本×9 216本東京松代会 100，000 カコーボレーション

関谷徳次郎 30，000 大和電建 14型T　V 1台

関谷徳次郎（世田谷新

年子供祭開催時）
10，000

10型T　V 1台

CDラジカセ 1台

萬羽…蔵 10，000

蹴
1台

加藤栄孝 10，000 ヘルスメーター 1台

㈱高橋組 50，000 浄水器 2台

高橋中村J　V 50，000 ㈱松代そぱ　善屋 乾そ凌囎×踊

㈲岡村自動車整備工場 50，000 ㈲日の出そぱ 乾召詑肥×踊

㈱ナルサワコンサルタント 20，000 J　A十目町 米 150㎏
㈱宮内測量 10，000 三六商会 水道工事 1。0式

㈱山田商会 30，000 コカコーラ上越支店 ｝ラ鰍ン） 72本

新和コンクリート 30，000 北越急行㈱ カレ）ダーステyカー 500枚

「内容が充実している」と人

〆，、

　　　　機譲

2日間の司会をした大越さと

みさん「とにかく松代は楽し

い！」とのこと

◎食い倒れ横丁協力団体（順不同）

セレクトグリーン／けやきの会／恋愛横丁／手作り工房「はま」／臨時

郵便局／風月堂／寺田菌床シイタケファーム／八王子交流会／商工会

青年部／おでん屋／三笠屋酒店／ねこやなぎ／おのしま冬物語／峠の

茶屋「蔵」／寿し政／河内屋／やぶこざき／J　A十日町／竹の子クラブ／

ありらん会／くしやき孝／太平友の会／儀明生産組合／ひまわり会

◎かまくらっ“くり

最優秀賞　城川ダムヘキャンプに行こう（室野こども会）

優秀賞　　ドドーン！（木原田原・峠・竹所かまくらづくりグループ）

奨励賞　　どっこい　ショット！！（自称弱小、川合克彦、雪上で逆上）

参加賞　　ど～ねんぼ（仲町こども会）

　　　　　？無火災　火の用心（十日町消防署松代分遣所）

　　　　そして、かまくら　　　　　（新町こども会）
　　　　夢いっぱい　　　　　　　　（千年こども会）

　　　　力士　　　　　　　　　　　（室野青年会）
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　3月26日、第15回目となる奴奈川雪上運動会（主催：

室野区・奴奈川スポーツ振興会　後援：奴奈川校区）

が奴奈川小学校で行われました。あいにくの天気で同

小学校グランドから体育館を会場に行いました。村山

寿平次室野区長も「こんなに荒れた天気は最近では例

があ｝）ません」と話していました。

　当日は、校区の子どもから大人までユニークな競技

やゲームを楽しみました。また、会場では、甘酒やも

ちつきにトン汁もふるまわれ、子どもたちも大喜びで
した。

〉
く
す
だ
ま
を
割
り
、
開
所
を
祝
う
み
な
さ
ん

〈甘酒（？）早飲み競争

リレー

⇒

　4月1日、しぶみの家の開所式がしぶみ荘で行われ

ました。

　当日は、安塚地域福祉センター、上越保健所やエン

ゼル妻有、そして、松代松之山両町長はじめ福祉関係

者などを交え85人ほどで開所を祝いました。

　あいさつの中で室岡徳松会長は、郡の手をつなぐ親

の会を脱会した経緯に触れながら、開所までこぎつけ

たことに、「民生委員をはじめボランティアの方と妻有

福祉会、そして両町の協力を得ながら昨年からはじめ

た試みが実を結び通所施設ができたことに感謝申し上

げます。」と話していました。
　　　　　　　　　　　　　　　はし　関谷町長は「皆さんがつくっている箸置きを郡の町

村長さん方にもおあげしました、とても好評です」と、

また、佐藤利幸松之山町長は「松之山温泉でも、すで

に旅館で使っています。」と話していました。そして、

保坂勘作安塚地域福祉センター所長は、「社会参加の拠

点として、こころの拠点としてこれからもがんばって

ください。」と今後の活動にエールを贈っていました。

　今後は、高橋笑さんと相沢タツ子さん二人を指導員

に迎え、障害を持つ家族の方やボランティアとともに

活動を行うことになります。指導員となる二人は、「み

なさんの協力のもとで少しでもお役にたてれば」と話

していました。このほか、しぶみの家で取り組んでい

る作品の紹介も行われました。中でもリサイクル封筒

づくりは、しぶみの家の取り組みをきっかけに、津南

町でも同じような形で作業をすすめているとの報告も

あり、大きな拍手が送られていました。

　今後の活動への問い合せは住民課保健婦または、社

会福祉協議会（智7－3700）まで

。“III，。“111MII“1・“lm・咽””D。111IIり。IIlm・Ill9IMIIII，・IIIIIMIIIII・1””，。一1605Igl1”1膨・111”D・11111，glll9ID・1””，・111麗1・111“D・剛IIIII。嘲1“91。一IIIIM”闘，・llIIII・II”瞳1・11”ID・IIIIII・“111・一1闘1，・III”1・III麗MII”1・1”111巳11”11・6囎III・一IIIIM”OIIgl11”，・一ll”，81”III。“1llI・III腿MII6帥。II”1Dg皿m・“lll9・1IlllI・lll”Ml”ID・llII1，・

⇒

デ
イ
サ
ー

　
今
年
も
松
代
小

な
ど
を
3
月
2
1
日

も
の
を
届
け
、
届
学
校
児
童
会
の
皆
さ
ん
が

に
届
け
ま
し
た
。
当
日
は

け
た
用
品
を
さ
っ
そ
く
使

ビ，

こ
ち
ら
は
、

　
　
　
仁

松
代
小
学
校
児

ス
セ
ン
タ
ー
に

贈
り
も
の
一

用
品
や
音
楽
C
D

が
代
表
し
て
贈
り

流
を
深
め
ま
し
た
。

世
田
谷
ジ
ュ
ニ
ア
リ
D
ダ
D
φ

皆
さ
ん
が
町
内
で
ボ
う
し
テ
ィ
ア

　
3
月
2
6
日
～
2
9
日
ま
で
、
早
稲
田
ド
ミ
ト
リ
ー
で
世
田
谷
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
2
8
人
が
冬
季
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
松
代
に
は
5

年
ほ
ど
前
か
ら
来
て
い
る
も
の
で
、
3
年
前
か
ら
町
内
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
め
板
は
ず
し
と
保
育
園
の

掃
除
を
行
い
、
終
了
後
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
利
用
者
と
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
核
家
族
で
お
年
寄
り
と
接
す
る
経
験
の
少
な
い
中
、
参
加
者
の
一
人

は
、
「
い
ろ
い
ろ
楽
し
か
っ
た
で
し
た
。
ま
た
、
来
年
も
来
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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繊
海
懲
幽
灘
薮
自
和
叢

　
2
月
1
7
日
と
1
8
日
に
、
芝
峠
温
泉

レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
を
会
場
に
松
代

小
学
校
5
年
・
6
年
生
児
童
が
、
田

舎
体
験
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
佐
藤

ミ
エ
さ
ん
、
小
堺
令
子
さ
ん
、
牧
田

保
代
さ
ん
、
牧
田
ク
ニ
さ
ん
、
山
本

千
枝
子
さ
ん
か
ら
白
和
え
や
け
ん
ち

ん
汁
な
ど
の
料
理
を
学
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
　
　
　
難
ー

　
　
　
　
『
灘

灘
蹴
駄

　
儀
明
生
産
組
合
の
皆
さ
ん
の
そ
ば

は
お
い
し
い
こ
と
で
定
評
が
あ
り
、

昨
年
は
安
塚
町
で
も
披
露
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
3
月
1
6
日
に
、
同
生
産
組

合
の
村
松
竹
一
さ
ん
を
は
じ
め
5
人

が
松
代
小
学
校
で
手
打
ち
そ
ば
づ
く

り
講
師
と
し
て
、
3
年
生
児
童
に
そ

ば
の
打
ち
方
を
指
導
し
ま
し
た
。

愚
鐙
野
『
羅
離
錘
器
驚
識
遷
勘

　
2
月
1
0
日
、
室
野
克
雪
セ
ン
タ
ー

で
男
性
料
理
教
室
を
開
催
。
手
打
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
ま
　
あ

う
ど
ん
や
酢
の
物
、
胡
麻
和
え
と
わ

か
さ
ぎ
の
て
ん
ぷ
ら
料
理
を
楽
し
み
、

ま
た
一
つ
料
理
の
腕
を
上
げ
ま
し
た
。

圏
沢
．
遜
欝
翫
ー
顎
藤
澱

　
3
月
1
0
日
、
田
沢
集
落
セ
ン
タ
ー

の
「
憩
い
の
広
場
」
で
男
性
が
、
昼
食

を
も
て
な
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
女

性
か
ら
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
お
か
わ

り
！
」
の
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

松寿大学文集「いろり」残部あります

〈
い
ろ
り

　
第
1
9
号
ま
だ
残
部
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
1
9
号
以
前

に
発
行
の
も
の
も
数
部
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
総
合
セ
ン
タ
ー
内
事

務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
（
智
7
－
2
3
0
1
）

懇
懇
懇
懇
轡
懇
懇
轡
懇
懇
懇
愚
懇
懇
爵
馨
轡
懇
懇
懇
馨
懇
懇
懇
轡
審
愚
馨
懇
懇
愚
懇
懇
懇
愚
懇
懇
愚
懇
愚
轡
蓼
懇
懇
懇
懇
懇
懇
轡
馨
轡
懇
懇
審
懇
愚
懇
馨
馨
審
懇
馨
轡
懇
懇
懇
蓼
馨
懇
懇
懇
審
懇
馨
馨
懇
懇
懇

カメうスポ竃リレト・～卒業式～

　　　　　　　　　　　　　　　燃
　　　　　　　　　　　号　　　　　　　　　コヌ1　　　　　　　　　　　　　ふ藻　　　　　　　青　　　　　　舐　　　　采　　孚

　l

　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　建

　　　　　　　　　　　　　嚢

埋め惣歯墜猿麺騒調だ…1．、躍．『轟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

～春～

、
叢醸
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雌

東京でボランティア・シンポジウムを開催

　大地の芸術祭では、事業を支えてくれるボランティア

スタッフを十日町圏域内外から現在も募集しています。

　そうした中、3月12日、渋谷区代官山でボランティ

ア・シンポジウムを開催しました。

「ボランティアに代わる新しい呼び名はないか？」を

テーマに、東京ボランティア組織「小蛇隊」メンバー

を中心に130人が参加しました。

　当日は、パネリストとして、ステキ発見の審査員で

もあり、大地の芸術祭の記録写真全般に携わる安斎重

男さん、同じく芸術祭でイベントのアドバイスを行う

油谷勝海さん、そして、松代・松之山ステージに関わ

る建築家の松永英伸さんに「小蛇隊」の2人を交えて

討論を行いました。

　また、すでに活動を行っている内容ごとに班をつく

り、それぞれのすすめ方について話し合いが行われま

した。活動内訳は、大地の芸術祭作品制作、広報、語

学、イベント、トリエンナーレセンター、商品、印刷

物、図面や設計書、そして紹介用ホームページについ

ての9つで、内容別に行ったものです。

　会場では、はじめて参加した人からも意見や質問が

でるなど会議は活発に行われ、終了時にはポランティ

ア登録を済ませた人は総勢250人を越えるなどの成果と

ともに大地の芸術祭への関心の高さがうかがえました。

大地の芸術祭公開発表会懸關催

　3月29日、十日町市市民会館において大地の芸術祭

実行委員会（委員長　本田欣二郎十日町市長）は、参

加作品などの公開発表会を十日町市民会館ホールで行

いました。

　当日は、大地の芸術祭実行委員長をつとめる平山県

知事も駆けつけエールを送っていました。

　また、作品との関わりで地域づくりをすすめる人た

ちがそれぞれの立場で発表を行いました。松代からは、

若井明夫さんらが柿の木プロジェクトについて、また、

村山達三さんがマジマートについて発表し、観客から

拍手を受けていました。

十日町圏域で　　．へ薦繍

ボランテ4灘集圃轟蛇隊溝溝動懇裂媛

　3月24日から27日まで4日間、約30人ほどがトリエ
ンナーレ十日町センターで合宿をしながら、地域の人

と交流、大地の芸術祭のP　Rを行いました。松代にも

訪れ、ほくほく線駅祭のお客さんに芸術祭のP　Rを行っ

ていました。

ボランティアを募集瑳蒔彗雛

　蹴．鋪舞錨．羨の取監且

麟蹴撚

　実行委員会では、大地の芸術祭開催に向けて、さま

ざまなボランティアを募集しています。

　作家の作品制作を手伝う「作家サポートボランティ

ア」、事業を写真やビデオに記録する「記録撮影ボラン

ティア」、大地の芸術祭開催中、事業の運営を手伝って

くれる「芸術祭運営ボランティア」の3部門で募集し

ています。詳しいことは、大地の芸術祭事務局（御257－

57－2637）まで

　艶妻錐　　・　　　蕪
　癖＼∵　　　　讐蝉
　　　　鑓い麟行株携社…一’

』響薫麹・

籔躍罎麟灘の災攣加

盈
　
3
月
2
5
日
～
2
6
日
に
か
け
て
行
わ

れ
た
ま
つ
だ
い
駅
ま
つ
り
は
ゲ
ー
ム

や
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
で
、
天
気
に

こ
そ
め
ぐ
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ふ
る
さ
と
会
館
常
春
ど
お
り
は
、
大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
、
沿
線
市
町
村
か
ら
自
慢
の

品
々
も
並
び
、
特
産
品
を
買
い
求
め

る
お
客
さ
ん
で
終
始
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
灘
㎜
騨
勉
㎜
．
　
　
へ
た

　ご協力ありがとうございました

大島村グリーンハウス花苗ほか／頸城

村くびきの押し寿司／松之山町観光協

会／高柳町じょんのび協会／十日町市

漬物の高長／町内　峠の茶屋釜飯・ど

じょう汁　芝峠温泉コシヒカリあんぽ

パッチワークはま　寿司政もぐら釜

飯　串焼き孝松代屋大判焼き　直江津

信金　商工会青年部　雪割草の各会の

みなさん　北越急行
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一ヒ」ヒ」ヒ」一ヒ士±士ゴーヒ上士ゴー一一一ヒ」Uヒ」国一一一

南部地区患者輸送者・スクールバス運行時刻表

『一F『『『F『『F『口『『『F『q同F『円円臼円『『同円

號
コ
ー
刀
謁

△利用者がある場合停車

　　蟹一ヒゴヒ士ゴヒゴヒ上ゴヒゴヒ」ヒゴヒ」ヒゴーヒゴーヒ」ヒヒヒ上」吋

　　刀　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
　　コ菅刈スクールバス運行時刻表旺
　　轟＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿魂

△利用者がある場合停車

東山～松代
区　分 東　　山 海　老 下　　山 池之畑 小屋丸 松代町役場 松代駅前

患者輸送車

スクールバス

（月～土）
7：30 7：35 7：45 7：50 △ 8：05 8：10

田　沢～松代
区　　分 田沢停留所 菅刈駐車場 太平公民館前 松代保育園 松代小学校

スクールバス

　（月～土〉 7：45 7：50 7：53 8：00 8：10

松代～東山
区　分 松代町役場 松代駅前 小屋丸 池之畑 下　　山 海　　老 東　　山

患者輸送車

（月～金）
12：30 △ △ △ △ △ △

患者輸送車

（月～金）
15：15 △ △ △ △ △ △

スクールバス

（月～金）
17：20 17：25 △ 17：35 17：40 17：50 17：55

スクールバス

（土曜日）

12：30

15：30

12：35

　△
△
△

12：45

15：45

12：50

15：50

13：00

16：00

13：05

16：05

松代～　田　沢

区　　分 松代小学校 松代保育園 太平公民館前 菅刈駐車場 田沢停留所

スクールバス

　（月～金）
15：15 15：20 △ △ △

スクールバス

　（月～金）
17：20 17：25 △ △ △

スクールバス

　（土曜日）

12：30

15：30

12：35

15；35

△ △
△
△

◎日曜・祝祭日は運休します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎日曜・祝祭日は運休します。

◎4月1日から平成13年3月31日までこの時刻表で運行いたします。　　　◎4月1日から平成13年3月31目までこの時刻表で運行いたします・
◎松代発のスクールバスの運行は、学校の都合により時間変更、運　　　　◎捨代発のスクールバスの運行は・学校の都合により時問変更・運

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行中止することがあります。
　行中止することがあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎小屋丸地区でスクールバスを利用される方は、運転手宮沢新松さ
◎土曜日の15：30分のスクールバスはクラブ活動日のみの運行です。　　　　ん宅（費7－3812）へ連絡下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎土曜日の15：30分のスクールバスはクラブ活動日のみ運行します。

響
圧
嶢

Hl2．4．1より

一一一一ヒヒヒヒー一一ヒ」一一一ヒ」一一一一一ヒ土」一一

伊沢地区メロディ』バス運行時刻表

口円口口F司円F『円FF『円臼口F『口口口口口F『F『円円円F『F『F『

マ
ー
1
謁

運行曜日 滝　沢　⇔　片桐山　⇔　中　子　⇔　苧　島　⇔　孟　地　⇔　犬　伏　⇔　松代病院　⇔　　駅　　⇔　大正医院　⇔　役　場

月　　曜

　～
第1、3、5
土　　曜

7＝40⇒7：45⇒7：48⇒7：50⇒7：53⇒7：55⇒8〈02＝入＝8〈04：8二〇5］
唯τ1※緯・飴i※i※i・蝕δ

月
曜
～
金
曜

：？揖：？：器：？郷：？：ll＝：？：齢：？：瀧：？：龍＝λ；：？指：？：ll］
一　一　一　申　o　り　薗　曹　，　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　響　一　一　響　一　一　聯　尊　一　一　申　，　蘭　零　曹　零　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　響　一　響　響　一　響　一　脚　一　一　申　一　一　一　，　一　，　甲　蘭　，　一　〇　帰　甲　一　一　曹　一　－　一　一　一　一　一　一　昌　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　甲　甲　一　一　一　一　q　り　昂　一　甲　，　一　昌　－　甲　印　一　申　Q　噂　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

：1：暴ll：1器：1！慰：1：ll3：1：1：：：1：ll：：1：龍＝入：：1：1惇：1：ll］灘
13：34⇒13：39⇒13：42⇒13：45⇒13：50⇒13：55⇒　△　⇒　｝　⇒　△　⇒14：05］
［14〈46：14〈41き14〈38自14〈35自14〈30自14〈25自△←△←△←14：15
16：36←16：31←16：28←16：25←16：2。←16：15←］（保育園専用）

：1：窺、，今5、＝1，今48＝，7今45＝、，今42＝，，今4。＝会＝入＝食＝ll：ll］

第1、3、5

土曜だけ

r：鴇輕軽越1鰻争二］△⇒一
12、55←12：51←12、48←12、45←12：42←12、4。←△←△＝会：：1：ll］

：li窺、5今51＝、5今48＝15今45＝、5今42＝15今4。＝食＝入＝食＝：llll］

㊧中学校が休みの期間中だけ、10：15発便を一時問繰り上げて、H：15発で運行します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3月25日～4月5日・7月25日～8月27日・12月23日～1月7日の問）

☆△利用者がある時は停車します。☆高校前については利用者は手を上げて下さい。利用者がある時は停車します。☆発着時間は多少前後する

ことがあります。☆（）内の時間は保育園児専用です。☆運転はメロディーバス運転組合　代表　山岸武一【智7－2155】さんです。☆日曜日

及ぴ第2、第4土曜日・祝日・祭日は運行しません。☆運転手は現金を扱いません。乗車券をお求め下さい。乗車券は役場総務課及び区長さん

宅にあります。☆まつだい駅については、帰りに回って下さい。
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松代町役場 （智7－2220㈹） 町長関谷達治
用
採
時
遣

新
臨
派

｝
一
一

　
　
◎
　
※

　
（

3階事務室
　暇7－2526

議会事務局

局長　山賀　　茂

　　　34
春目和子

建設課

武田芳夫

課長　宮沢　諄一⑯

米持敏雄

35

南雲壮一

　　　36
柳高浩

率卯ノ￥辺レエ

（大日向泉）

水道塾籔相沢哲夫

　　　44
茂野孝蔵柳　　裕

　　　53
関谷栄治 鈴木昌芳

佐藤正 鈴木尚徳

農林課

土木関係・町営住宅

雪対策・住宅確認申請
上水道・下水道

企画振興課

課長　室岡　　茂⑱ 課長　関谷英市郎⑭

佐藤徹夫 市川健司 菅井正一 室岡　徹 鈴木清彦 堀川一郎 齋藤一良 石口博雄

柳　　隆

37

　富沢豊 鈴木政広

39市川真規子

樋口　彰

1
池
田
清 人

43

55鈴木幸春

（小嶋玲子〉

38

（高野眞喜）

64

　（小松千恵美） （芦田睦美〉

ゆきぐに森林組合
若井　剛也

40

農業委員会事務局

局長　馬場　利夫

農地関係 農政関係 地域振興・里創プラン　　企画・商工観光・労政

十日町地域広域事務組合

御257も7－2637腿0257も7－2285

相沢　　幸一

レストビレツジ峰

奮7－3939隙7－3926

支配人　柳　　利彦

2階事務室
　F似7－2300

出納税務室

室長高橋宣泰
　　　12
米持恒敏

西方慶子

聡IIJ市

若井孝広

住民課 総務課

課長佐藤達夫⑰ 課長柳　　健一⑱

万羽美栄 牧野恵子

8

酒井由美子 佐藤則夫 佐藤信一 室岡秀俊 山岸正孝

（米持徳二） 牧田幸樹 樋口淳子
30鈴木正和 　　　　31

佐藤秀行 柳　　久
66佐藤一弘

27

　佐藤和美 斉木　忍 小野島美津子

4
柳
　 広美

樋口靖志

6
小
堺
月 子 石口松男

9
高
橋
　 勝

高澤　剛

62

　関谷里美

会計・税務 福祉・戸籍・国民年金
国保・介護保険・健

康づくり・環境衛生

行財政・選挙事務・

指名参加受付

交通・災害・広報・

庶務

助役　関谷　政和⑪

総合センター
麿7－2301F似7－3905

教育委員会

教育長　高橋　嵩一⑩

学校教育課

課長柳　　善雄

　高橋祥郎

50

在宅介護支援センター

（社会福祉協議会）

麿7－3700F似7－3985

大野保子

生涯学習課

課長　小堺　定男

　　　51
石ロ丈夫　丸山信男

　　　72
松沢明男

（小堺玉枝）

牧田義明

58

（相沢めぐみ）

　
4
　
3
　
　
　
㍗
）

　
㎜
…
子

館
2
正

育
7
5
体
弓
井

磐
借

図書館　奮7－2615
（小堺　順子）

（小嶋美津子）

保育園及び学校、バス

センター長
鈴木幸紀代

山賀健一郎

数井和代

本柳　学

※

若山文子

社会福祉協議会・介

護支援専門員への相
談

保育園（保育士・給食調理員）　　　学校（用務員・給食調理員〉

松代　費7－2178

柳ふじえ、佐藤キヨ

ノ、小堺恭子、若月

美穂、若井朋美（石
口町子、市川ちよ子、

中村深雪、鈴木みい

子、鈴木和子、柳
邦枝／調理　佐藤好
子、池田弘子）

室野　行8－2403

柳みね子、山本真友
美／（調理　草村松
枝）

犬伏　費7－2184

山岸喜美恵、高橋美
和子、（柳　直子）

松代中

智7－2013
秋山益太郎
山本　明美

小堺カツ子
永井　良子

松代小

智7－2012
◎柳　　和宏
福島ユミ子

市川あい子

柳　　千秋

奴奈川小

台8－2B3
◎柳　　勝志
山岸　明美

孟地小

智7－2172
万羽　洋子
若月ムツ子

バス路線連絡

峰方（町営）

東部タクシー　台7－2254

南部

宮沢新松 麿7－3812

菅刈・田沢

相沢誠智7－2929
伊沢

山岸武一 智7－2155

山平循環線

高野義男

莇平

高橋重春
寺田

井上健一
儀明

小堺正夫

奮7－2145

麿7－3049

智7－3250

費7－3388

じ
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雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン
タ
ー
構
想
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　
松
之
山
町
の
現
民
俗
資
料
館
の
展

示
配
置
を
ま
か
さ
れ
て
、
そ
の
後
松

代
町
の
展
示
を
た
の
ま
れ
た
の
は
昭

和
五
十
六
年
で
し
た
。
実
際
に
と
り

か
か
っ
た
の
は
五
十
九
年
春
か
ら
で

し
た
が
、
松
之
山
は
土
台
か
ら
移
転

大
改
築
し
た
民
家
利
用
に
対
し
、
松

代
は
こ
の
配
慮
が
な
く
、
買
い
受
け

た
民
家
そ
の
ま
ま
を
展
示
館
に
し
た

も
の
で
、
建
て
つ
け
の
狂
い
、
風
通

し
、
家
屋
の
す
き
ま
は
従
来
ど
お
り
、

関

ね
ず
み
、
虫
、
蛾
、
蜂
の
出
入
り
は

自
由
自
在
で
、
高
温
、
多
湿
、
冷
気
．

保
存
面
で
は
展
示
品
に
無
理
な
展
示

を
し
て
き
ま
し
た
。

松
代
で
誇
れ
る
遺
産
を

　
　
　
　
　
　
展
示
し
た
い

　
実
の
と
こ
ろ
、
資
料
館
は
民
俗
農

村
文
化
的
な
展
示
は
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
風
土
的
展
示
に
は
欠
け
て
い
ま

し
た
。

　
そ
れ
は
池
尻
と
い
う
位
置
と
単
な

る
民
家
建
築
そ
の
ま
ま
で
は
、
貴
重

な
松
代
の
誇
れ
る
文
化
財
、
歴
史
遺

〃、

恩口

哲

郎

産
の
展
示
が
不
可
能
だ
っ
た
の
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
歴
史
に
う
ら
う
ち
さ

れ
た
歴
史
遺
産
の
外
、
最
近
で
は
、

県
立
松
代
高
校
の
東
側
、
向
原
H
遺

跡
の
発
掘
に
町
で
は
二
千
数
百
万
円

の
資
金
を
投
じ
て
、
出
土
品
も
貴
重

な
復
元
土
器
に
な
っ
て
、
現
在
は
池

尻
の
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
破
損
の
お
そ
れ
を
考
え
る
と
復
元

土
器
を
、
民
家
の
畳
の
上
に
お
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
大
変
ら
ん
ぼ
う
な
展
示
な
の
で
す
。

松
代
の
誇
る

　
文
化
財
資
料
こ
そ
大
ぜ
い
の

　
　
閲
覧
、
参
観
に
供
し
た
い

　
私
も
全
国
諸
方
の
資
料
館
を
参
観

し
て
い
ま
す
が
、
里
創
プ
ラ
ン
の
第

二
期
構
想
に
、
駅
南
へ
雪
国
農
耕
文

化
村
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
期
待
が
あ

り
ま
す
。

　
ど
う
か
セ
ン
タ
ー
の
一
階
と
二
階

の
フ
ロ
ア
ー
は
、
目
的
を
は
っ
き
り

さ
せ
、
一
階
を
農
耕
文
化
面
に
、
二

階
を
郷
土
歴
史
博
物
館
と
い
う
構
想

を
も
ち
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
松
之

山
郷
の
歴
史
を
た
の
し
く
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
文
化
財
を
な
つ
か
し
く

わたしなりの大地の芸術祭作

品、地域のP　Rは大切です。

時
代
を
し
の
び
な
が
ら
鑑
賞
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
い
も
の
で

す
。

『
食
と
農
』
の
テ
ー
マ
を

　
『
道
の
駅
ま
つ
だ
い
』
に

　
　
転
換
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

　
考
え
れ
ば
考
え
る
程
『
食
と
農
』

の
テ
ー
マ
は
重
く
広
い
主
題
で
す
。

ま
つ
だ
い
即
、
道
の
駅
。
ふ
る
さ
と

会
館
に
も
県
知
事
揮
毫
の
碑
と
、
道

の
駅
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
誰
も
が
理
解
し
や
す
く
。
ま
つ
だ

い
を
宣
伝
し
や
す
く
す
る
為
に
は
『
道

の
駅
ま
つ
だ
い
』
と
七
た
方
が
と
り

く
み
や
す
く
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
む
か
し
さ
か
ん
だ
っ
た
六
斎
市
、

ま
つ
だ
い
市
に
学
び
。
道
の
駅
ま
つ

だ
い
を
降
り
た
旅
行
客
か
ら
親
し
ま

れ
、
愛
さ
れ
る
街
づ
く
り
を
若
い
人

た
ち
か
ら
大
い
に
工
夫
し
、
取
り
組

ん
で
も
ら
う
た
め
に
も
、
町
づ
く
り

主
題
テ
ー
マ
は
わ
か
り
や
す
い
方
が

よ
い
。

　
　
　
今
月
は
、
牧
村
か
ら
湯
の
里
深
山

」
荘
よ
り
も
さ
ら
に
山
奥
に
あ
る
鷹
羽

泉
鉱
泉
を
紹
介
し
ま
す
・

鉱
鷹
羽
鉱
泉
の
名
の
稟
は
、
け
が

羽
を
し
た
鷹
が
鉱
泉
に
つ
か
っ
て
傷
を

鷹
癒
し
た
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
、
古
く

「
　
は
江
戸
時
代
か
ら
湯
治
場
と
し
て
地

湯
域
の
人
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

秘
冷
え
性
や
リ
ゥ
マ
チ
、
ア
ト
ピ
ー

の
な
ど
に
効
果
が
あ
り
、
飲
む
こ
と
で

」
丁
糖
尿
病
に
も
効
き
目
が
あ
り
ま
す
。

ネ牧
今
で
は
県
外
か
ら
訪
ね
て
く
る
馨

　
　
さ
ん
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
自
慢
の
露

　
　
天
風
呂
の
湯
ぶ
ね
か
ら
は
、
日
本
海

　
　
や
高
田
平
野
を
一
望
で
き
、
よ
く
晴

　
　
れ
た
日
に
は
遠
く
佐
渡
島
も
見
る
こ

　
　
と
が
で
き
ま
す
。
春
に
は
新
緑
、
秋

　
　
に
は
紅
葉
と
、
山
奥
な
ら
で
は
の
開

　
　
放
感
に
浸
り
な
が
ら
見
る
自
然
の
景

　
　
色
は
気
に
入
る
こ
と
う
け
あ
い
で
す
。

　
　
　
鷹
羽
温
泉
の
料
理
は
、
付
近
の
山

　
　
か
ら
収
穫
し
た
旬
の
山
菜
や
き
の
こ

　
　
を
使
い
、
四
季
折
々
の
料
理
も
魅
力

　
　
の
一
つ
で
す
。
冬
は
降
雪
の
た
め
休

　
　
ん
で
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
5
月

　
　
末
か
ら
営
業
を
は
じ
め
ま
す
。
宿
泊

　
　
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
湯
に
つ
か
っ

　
　
て
の
ん
び
り
し
た
後
は
、
深
山
荘
に

　
　
宿
泊
す
る
お
客
さ
ん
も
最
近
は
多
い

　
　
と
の
こ
と
で
す
。
n
月
中
旬
ま
で
営

　
　
業
し
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
お
越

　
　
し
を
お
持
ち
し
て

難
。
霞
幾
、
鱗
、
．

奮
。
2
5
5
㈱
6
難
凝

慕
5
7
7
ま
で
〉
鞭
灘

「
ド
ト
難
露
懸

感放開のはでらな奥山●⑳記歩て見と艦』るふ城頚

　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　譲　　　　　　　響
　　　　　　釜
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ミ
4

　
　
　
　
0

自
然
と
人
情
豊
か
な
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
堺
　
一
　
男

　
若
い
こ
ろ
は
、
世
間
知
ら
ず
の
た

め
、
松
代
は
「
日
本
中
で
一
番
田
舎

で
、
こ
ん
な
厳
し
い
と
こ
ろ
は
ど
こ

へ
行
っ
て
も
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
幸
せ
な
こ
と
に
そ

の
先
入
観
を
払
い
去
る
機
会
が
次
か

ら
次
へ
と
訪
れ
て
き
た
の
で
す
。

　
私
は
、
郵
政
省
勤
務
四
十
一
年
、

そ
の
間
二
十
回
引
越
し
を
し
、
東
京

以
外
で
は
、
北
海
道
三
回
、
大
阪
二

回
、
新
潟
一
回
、
福
島
一
回
と
、
東

京
を
核
と
し
て
星
型
に
転
勤
し
て
歩

き
ま
し
た
。
「
あ
る
！
　
あ
る
！
」
。

松
代
よ
り
も
条
件
の
悪
い
所
が
な
ん

ぼ
で
も
あ
る
。
北
海
道
、
和
歌
山
県
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
濃
畿

　
　
鯉

　
　
郊

　
　
幌
、

　
　
木
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埼
玉
県
栗
橋
町
在
住

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
大
東
）

奈
良
県
、
福
島
県
…
に
も
。
特
に
三

十
代
の
こ
ろ
北
海
道
内
の
電
通
合
理

化
（
松
代
と
室
野
の
両
郵
便
局
に
も

あ
っ
た
磁
石
式
の
電
話
交
換
か
ら
現

在
の
自
動
交
換
に
切
り
換
え
る
仕
事
）

で
道
内
の
い
た
る
所
を
回
っ
た
。

　
北
海
道
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
自
然

が
美
し
い
が
住
む
に
は
松
代
よ
り
厳

し
い
と
こ
ろ
ば
か
り
。
そ
れ
か
ら
と

い
う
も
の
「
出
身
は
？
」
と
聞
か
れ

て
も
、
堂
々
と
「
新
潟
県
の
松
代
で

す
」
と
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

東京

だより

〈会のうごき〉

4／11（火〉第2回企画委員会　於新

潟県人会館　　（18：00～20：00）

（1〉平成12年度会費納入状況報告な

　らびに今後の対策
（2〉「まつだい冬の陣」反省会と収

　支報告
（3〉バスツアー実施計画

（4）10周年記念事業実行委員会

　①5プロジェクトチーム（祝賀会

　会報、記念品、資金、事務局）の編

　成　②記念事業の基本構想検討

　③今後のスケジュール
〈つどい〉

3／26　東京安塚会総会　於上野
　　　　静養軒

4／8　東京松之山会総会　於吉

　　　　池7Fホール
4／9　千年会　於上野蓬莱館
4／16　奴奈川会総会　於千日谷
　　　　会堂

　
松
代
は
豊
か
だ
と
い
う
と
、
す
ぐ

に
反
論
が
来
そ
う
で
す
が
、
外
か
ら

見
る
と
豊
か
な
点
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

自
然
が
誠
に
豊
か
。
例
え
ば
、
関
東

に
比
べ
、
土
地
が
肥
え
て
い
る
の
で

植
物
の
成
長
が
良
い
し
、
種
類
が
非

常
に
多
い
。
そ
の
関
係
で
鳥
や
動
物

も
多
い
。
星
も
た
く
さ
ん
輝
く
。
雪

は
言
わ
ず
も
が
な
。

　
自
然
を
満
喫
で
き
る
山
々
、
朝
霧

が
立
ち
込
め
る
渋
海
川
、
春
を
彩
る

ブ
ナ
の
若
葉
、
林
床
を
お
化
粧
す
る

　
　
　
、
　
寸

カ
タ
ク
リ
や
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、

蒲
生
の
中
田
や
室
野
の
ク
ソ
ズ
ッ
パ

ラ
北
斜
面
を
飾
る
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
、
そ

し
て
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
榿
色
、
ど
れ

を
と
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
。

　
以
前
、
郵
政
の
先
輩
が
「
松
代
高

校
出
身
の
あ
な
た
の
後
輩
は
、
何
で

み
ん
な
優
秀
で
人
柄
が
い
い
の
か
ね
」

と
聞
か
れ
た
。
最
初
は
答
え
る
す
べ

も
な
か
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
に
「
お

そ
ら
く
、
豊
か
な
自
然
と
人
情
味
豊

か
な
環
境
に
育
っ
て
素
直
な
ん
で
し
ょ

う
」
と
答
え
て
お
い
た
。
人
情
味
の

豊
か
さ
の
原
因
は
種
々
あ
り
ま
し
ょ

う
が
、
や
は
り
環
境
等
の
厳
し
さ
を

克
服
す
る
こ
と
で
他
人
の
苦
し
み
も

良
く
解
か
り
、
そ
れ
が
思
い
や
り
と

な
っ
て
現
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

北
海
道
の
人
と
付
き
合
っ
て
い
る
と

そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

知
ら
な
い
土
地
で
、
人
情
味
は
何
よ

り
も
勝
る
宝
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

谷
　
　
の
た
月
松
て
応
を
だ

日
　
　
冬
れ
3
、
い
が
交
ん

　
　
　
　
い
わ
　
、
で
輝
名
旧

　
　
　
　
だ
行
が
雪
に
7
8
と
楽

　
　
　
　
つ
に
た
大
白
は
々

　
　
　
　
ま
大
れ
ぬ
つ
ら
方
覚

　
　
　
　
後
盛
さ
わ
真
か
の
味

会
　
　

越
臥
配
思
は
会
民
の

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

月
　
　
祭
～
冗
の
々

　
　
　
　
雪
1
1
が
ら
山
松
、
さ

　
　
　
〉
と
／
足
か
め
京
し
る

　
　
　
ば
さ
3
不
て
じ
東
加
ふ

16

　
ろ
る
よ
雪
つ
は
。
参
、

　
　
　
ひ
ふ
」
時
入
城
た
に
め

4
　
〈
　
陣
一
に
代
い
援
改

いた。東京松代会からは78名が応

援に参加し、町民の方々と旧交を

改め、ふるさとの味覚を楽しんだ

　3／26～4／4、52回三軌展が
開催され、三軌会の評議員、運営

委員である山岸直保さん（蒲生出
身）も出展されて好評を博した。

　東京松之山会より機関紙「カン

トリーポエム」の合本（平成11年

4月から平成12年3月）を今年も
頂戴いたしました。ご覧になりた

い方はお申し出ください。

連絡…広報米持（費045－843－0793）

まで

　
私
も
現
役
を
退
き
ま
し
た
の
で
、

先
日
、
初
め
て
「
越
後
ま
つ
だ
い
冬

の
陣
」
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
か
つ
て
は
、
雪
が
豊
か
す
ぎ

て
正
に
酷
雪
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今

や
、
克
雪
、
そ
し
て
遊
雪
に
衣
更
え

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
、
う
れ
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き

た
も
の
で
し
た
。
地
元
の
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
先
日
夢
を
見
ま
し
た
。
十
日
町
を

過
ぎ
て
松
代
町
に
入
る
と
、
見
渡
す

限
り
の
お
花
畑
で
し
た
。
花
の
季
節

に
是
非
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
。
ン
　
　
　
た
　
　
）
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露鐸短

し
〆
／
　
　
　
　
　
〆
　
　
【
丹

，

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抵

　
　
　
　
一

　
　
　
よ
　
　

　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
」
4
　
∴

　
　
　
鼠
、

　
－
、
疹
耽
ハ

！
／
－
　
　
　
　
　
‘
・
　
　
．
〃
　
　
　
－
～
一
昌
・
一

甲
マ
／
・

歌

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
れ
ば
麦
の
青
み
を

り
郷
土
は
雪
の
な
お
降
り
積
む
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

風
の
吠
え
雪
の
窓
打
つ
こ
ん
な
夜
は

山
菜
芽
吹
け
る
夢
で
も
見
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

前
夜
祭
老
い
も
若
き
も
集
い
来
て

　
　
　
　
　
　
み
こ
し

広
場
せ
ま
し
と
神
輿
は
踊
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

渡
り
来
し
椋
鳥
の
賑
わ
ひ
降
る
雪
に

追
わ
れ
て
い
ず
ち
あ
た
り
に
見
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

あ
た
た
か
き
横
座
を
争
い
戯
れ
し

二
人
の
孫
も
今
日
旅
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
井
貞
一
二

〉
若
井
公
扁
さ
ん
（
蓬
平
　
増
美
屋
商
店
）
の

レ
ジ
ス
タ
ー
、
大
正
時
代
の
も
の
で
現
役
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
中
央
に
は
「
親
切
勉
強
」
と

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
お
買
い
物
つ
い
で
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ム

〈
冬
の
陣
で
担
い
だ
み
こ
し
を
交
通
安
全
に
役
立
て
よ
う

と
室
野
地
内
に
室
野
青
年
会
が
中
心
に
な
っ
て
設
置
。
連

日
カ
メ
ラ
片
手
に
大
賑
わ
い
と
の
こ
と
。
写
真
は
、
交
通

安
全
週
間
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
3
月
31
日
に
設
置
し
た

と
き
の
も
の
で
す
。
わ
き
見
運
転
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

蒲
生
句
会

禁
猟
の
ダ
ム
に
三
百
鴨
の
群
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

西
よ
り
の
晴
る
る
気
配
や
彼
岸
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

太
陽
も
笑
え
り
児
ら
の
雪
あ
そ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

大
な
だ
れ
雪
の
連
山
ゆ
り
起
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

　
あ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

窓
灯
り
夜
毎
に
ふ
え
て
雪
解
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

　
は
　
け

一
刷
毛
の
若
雪
村
を
輝
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

久
し
ぶ
り
む
さ
ぼ
る
如
く
彼
岸
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

寺
参
り
余
寒
に
震
え
戻
り
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

し
ぶ
み
句
会

念
仏
の
鉦
を
寄
付
し
て
彼
岸
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
千
代

吹
く
風
も
優
し
く
な
り
て
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

針
運
ぶ
こ
と
に
も
慣
れ
て
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

昼
は
又
昼
間
の
風
情
雛
の
燭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

方
丈
の
立
居
の
足
袋
の
す
れ
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

雛
の
日
や
孫
が
好
み
の
ち
ら
し
寿
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

水
増
し
て
雪
押
し
流
す
春
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

一
夜
さ
に
雪
の
風
紋
模
様
替
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

大
雪
の
警
報
つ
づ
き
村
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

雪
割
草
咲
い
て
雪
国
動
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

受
話
器
か
ら
明
る
き
声
や
雛
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
枚
況
ゆ
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣
7
実
つ
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
る
が
　
、
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
ざ
　
一
ば
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
が
タ
そ
加

曝
癒
鞠

　
　
鶏
、

　
　
鷺
讐
も
；

　
　
獄
羅
鱈
　
響
敬

　
一
口
に
貝
と
い
え
ば
、

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

　　　　　◎　　◎・σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
に
住
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ニ
シ
や

カ
ワ
ニ
ナ
・
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
・
カ
ラ

イ
ガ
イ
の
よ
う
に
淡
水
の
池
沼
や
田

ん
ぼ
に
住
む
も
の
も
あ
り
、
水
生
の

も
の
も
多
い
の
で
す
が
、
陸
生
貝
も

あ
っ
て
カ
タ
ツ
ム
リ
や
ナ
メ
ク
ジ
も

貝
の
仲
間
で
す
が
、
殻
を
失
っ
た
ナ

メ
ク
ジ
は
別
格
と
し
て
、
こ
こ
で
は

殻
の
あ
る
巻
き
貝
を
紹
介
し
ま
す
。

　
山
歩
き
を
し
て
い
る
と
よ
く
褐
色

　
　
　
　
　
し
ま

の
地
に
黒
い
縞
模
様
の
入
っ
た
大
き

な
カ
タ
ツ
ム
リ
が
見
ら
れ
る
も
の
で
、

中
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
殻
だ
け
の
も

の
を
拾
っ
た
り
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
ヒ
ダ
リ
マ
キ
マ
イ
マ
イ
と

い
っ
て
普
通
の
も
の
で
、
マ
イ
マ
イ

カ
ブ
リ
と
い
う
昆
虫
が
こ
の
肉
を
食

べ
る
の
で
空
っ
ぽ
の
も
の
が
見
つ
か

る
の
で
す
。
こ
れ
と
は
形
と
も
色
も

全
く
同
じ
で
い
な
が
ら
逆
に
右
巻
き

の
も
の
が
犬
伏
あ
た
り
の
山
の
ブ
ナ

の
木
の
幹
に
上
っ
て
い
る
の
が
発
見

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
コ
シ
ノ
ナ
ミ
マ

イ
マ
イ
と
い
う
も
の
で
、
ヒ
ダ
リ
マ

キ
マ
イ
マ
イ
と
巻
き
方
が
違
う
だ
け
。

　
畑
の
中
の
野
菜
の
葉
を
食
べ
て
い

る
小
型
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ウ

ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ
と
い
う
殻
の
薄
い

仲
間
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
さ
ら
に
も
っ
と
小
さ
い
も
の
が
た

ま
に
見
つ
か
り
、
こ
れ
は
パ
ツ
ラ
マ

イ
マ
イ
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ご
く
珍
し
い
も
の
に
殻
に
毛
の
生

．
え
た
平
べ
っ
た
い
小
型
も
の
も
が
あ

り
、
オ
オ
ケ
マ
イ
マ
イ
な
の
で
す
。

　
こ
ん
な
カ
タ
ツ
ム
リ
の
巻
き
貝
と

は
違
っ
て
「
た
な
ま
め
ぎ
せ
る
」
み

た
い
な
形
を
し
た
小
型
の
貝
が
古
い

大
木
の
苔
に
付
い
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
こ
れ
は
キ
セ
ル
ガ
イ
と
い
っ
て
、

仲
間
も
い
ろ
い
ろ
の
タ
イ
プ
が
る
よ

う
で
す
。

　
松
代
町
に
も
こ
ん
な
も
の
が
生
き

て
い
る
こ
と
を
案
外
知
ら
な
い
人
が

お
お
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
足

元
に
注
意
し
て
見
ま
し
よ
う
。

　
　
　
（
文
と
写
真
・
高
橋
八
十
八
）

3
月
号
訂
正

訂
正
の
う
え
再
掲
し
ま
す

ふ
る
里
の
歌
人
（
P
1
9
）

ふ
る
里
は
、
海
に
は
遠
く
三
尺
の

雪
の
起
伏
に
山
桜
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
青

蒲
生
句
会
（
P
1
5
）

時
刻
む
明
治
の
振
り
子
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

親
鷺
の
片
葉
の
葦
の
角
ぐ
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪
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〈
転
出
及
び
退
職
〉

○
松
代
高
校

尾高渡三佐杉
身橋辺村藤原

裕哲守秀信雅
　也　夫子昭

校
長
（
村
松
高
校
）

教
諭
（
新
潟
北
高
校
）

〃
　
　
（
長
岡
広
陵
高
校
）

〃
　
（
分
水
高
校
）

講
師
（
退
職
）

主
事
（
八
海
高
校
）

○
松
代
中
学
校

太
田
真
由
美
　
養
護
教
諭

（
中
頸
　
吉
川
中
）

前
澤
可
奈
子
　
講
師

平
田
　
美
穂
　
〃

○
松
代
小
学
校

萬
羽
　
嗣
彦
　
校
長

　
　
　
　
（
上
越
市

　
（
退
職
）

　
（
〃
　
）

直
江
津
小
）

　
母
校
に
勤
務
で
き
て
幸
せ
で
し
た
。

松
代
で
は
、
七
つ
参
り
も
し
ま
し
た
。

思
い
出
深
い
ふ
る
さ
と
で
す
。
学
校

で
は
P
T
A
活
動
で
父
兄
や
お
年
よ

り
の
方
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
島
　
淑
樹
教
諭

　
　
　
　
　
（
上
越
市
　
和
田
小
）

　
温
か
い
情
熱
的
な
地
域
の
み
な
さ

ん
に
い
ろ
い
ろ
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

ス
キ
ー
で
も
い
ろ
い
ろ
学
び
ま
し
た
。

次
の
学
校
で
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

渾
川
久
仁
子
　
教
諭

　
　
　
　
（
上
越
市
　
上
雲
寺
小
）

　
4
年
間
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
持
っ

た
こ
と
と
、
い
つ
も
沿
道
で
温
か
く

迎
え
て
く
れ
た
地
域
の
み
な
さ
ん
が

う
れ
し
か
っ
た
で
し
た
。

石
曽
根
理
香
　
講
師

　
（
上
越
市
　
県
立
高
田
盲
学
校
）

　
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
し
た
活

動
と
父
兄
の
方
の
ご
協
力
で
1
年
間

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
ま
し
た
。

次
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
も
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
孟
地
小

井
上
　
功
　
　
校
長
（
退
職
）

　
松
苧
神
社
な
ど
歴
史
を
大
切
に
し

て
い
る
孟
地
小
学
校
で
退
職
で
き
た

こ
と
は
幸
せ
で
す
。
今
後
も
歴
史
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
和

紙
の
卒
業
証
書
づ
く
り
は
、
生
涯
の

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

大
渕
理
代
教
諭

　
　
　
（
退
職
・
群
馬
県
で
教
職
）

○
奴
奈
川
小
学
校

八
木
孝
美
　
　
校
長

　
　
　
　
（
新
井
市
　
新
井
南
小
）

　
地
域
の
方
か
ら
全
面
的
に
学
校
運

営
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
い
た
。
学
校
が
地
域
に
投
げ
か

け
る
と
、
そ
れ
を
返
し
て
く
れ
る
の

で
助
か
り
ま
し
た
。

横
山
　
明
美
　
教
諭
（
退
職
）

　
育
児
休
暇
を
含
め
て
4
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
奴
奈
川
で
は
、

特
に
お
父
さ
ん
た
ち
が
一
生
懸
命
の

印
象
が
あ
り
ま
す
。
率
先
し
て
子
ど

も
た
ち
を
引
っ
張
っ
て
い
て
、
す
ご

く
い
い
な
と
思
い
、
ス
テ
キ
な
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
家
庭
に

入
り
ま
す
．

◎
転
入
さ
れ
た
先
生
に
つ
い
て
は
広

　
報
5
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

見
知
ら
ぬ
人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
ど
う
す
る
の
？

∞∞

難
藷
奪
離
篠
鋪
継
灘
㌶
上
㎜
㎜

　
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
ら
れ
た

り
し
た
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
し
ま

し
よ
・
つ
。

○
知
ら
な
い
人
か
ら
「
い
っ
し
ょ
に

　
つ
い
て
来
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ

　
て
も
絶
対
に
付
い
て
い
か
な
い
。

○
知
ら
な
い
人
か
ら
「
送
っ
て
い
く

　
か
ら
車
に
乗
れ
」
と
声
を
か
け
ら

　
れ
て
も
絶
対
に
車
に
乗
ら
な
い
。

○
断
っ
て
も
、
手
を
捕
ま
え
ら
れ
た

　
り
し
た
ら
、
大
声
を
出
し
て
助
け

　
を
求
め
る
こ
と
。
ま
た
、
近
所
の

　
家
や
「
こ
ど
も
m
番
の
家
」
に
駆

　
け
込
み
、
警
察
に
m
番
し
て
も
ら

　
・
つ
。

○
声
か
け
に
よ
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し

　
た
ら
、
す
ぐ
に
車
の
ナ
ン
バ
ー
や

　
犯
人
の
特
徴
を
最
寄
の
警
察
ま
で

　
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
松
代
交
番
の
金
田
さ
ん
は
、
「
地
域

の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
が
見
知

ら
ぬ
人
に
声
を
か
け
ら
れ
、
様
子
が

変
だ
と
思
っ
た
ら
一
声
か
け
て
助
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
警
察
で
は
、
教
育
委
員

会
と
協
力
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

「
こ
ど
も
m
番
の
家
」

　
緊
急
の
と
き
子
ど
も
が
助
け
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
「
こ
ど

も
蜘
番
の
家
」
で
す
。
町
内
に
5
0
箇

所
ほ
ど
の
「
こ
ど
も
㎜
番
の
家
」
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
地
域
や
家
庭
で
は
、
知
ら
な
い
人

に
つ
い
て
行
か
な
い
こ
．
と
を
繰
り
返

し
教
え
る
と
と
も
に
、
逃
げ
込
む
こ

と
も
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。》

こ
の
プ
レ
ー
ト
が
目
印
で
す
。

「
こ
ど
も
…
番
の
家
」
の
プ
レ
ー
ト

は
、
商
店
な
ど
か
ら
協
力
を
い
た
だ

い
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
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狂
犬
病
予
防
接
種

　
　
（
5
月
汚
目
㈲
）

μ醸脚
藁
　
・
爵

　
次
の
会
場
で
狂
犬
病
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
。

○
持
参
す
る
も
の
　
狂
犬
病
予
防
接

　
種
済
票
交
付
申
請
書
（
黄
色
の
用

　
紙
）
に
氏
名
・
捺
印
の
う
え
持
参

　
く
だ
さ
い
。

○
料
金
　
3
1
0
0
円
（
新
た
に
犬

　
を
飼
う
場
合
6
1
0
0
円
）

○
個
別
に
注
射
を
受
け
る
場
合

　
個
別
に
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け

る
場
合
は
、
次
表
の
病
院
等
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
料
金
は
町

で
行
う
と
き
よ
り
高
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【注射会場・時間】

室野克雪管理センター 10：00～10120 松代町役場前 13：10～13：40
蒲生集落開発センター 10：40～ll：00 芝峠温泉駐車場 13：50～i4：00

松代町役場前 ll：15～ll：40 犬伏作業所 14：20～14130

【狂犬病予防注射が個別に受けられる動物病院】

動物病院名 住　　所 電話番号

星川動物病院 十日町市子734－14 0257－57－I　l　O3

田中獣医科病院 柿崎町柿崎407－10 0255－36－4480

西脇小動物病院 上越市木田1－1－12 0255－22－2438

上原動物病院 上越市東雲町2－2－6 0255－45－I　l22

上越動物病院 上越市昭和町2－14－7 0255－23－0666

学
生
の
み
な
さ
ん

保
険
料
納
付
特
例
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

○
制
度
の
内
容

　
4
月
か
ら
、
大
学
生
な
ど
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
す
れ
ば

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
く
と
も

よ
く
な
り
ま
し
た
。

○
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
と
こ

　
ん
な
と
き
に
安
心

　
納
付
特
例
期
間
中
の
病
気
や
ケ
ガ

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
は
障
害
年

金
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
就
職
し
た
ら
保
険
料
を
納
め
る

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
将
来

も
ら
う
老
齢
年
金
が
減
額
さ
れ
ま
す

の
で
、
就
職
し
た
時
点
で
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○
申
請
手
続
き
の
方
法

　
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　
従
来
の
「
学
生
の
保
険
料
免
除
制

度
」
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
新
制

度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
住

民
課
窓
口
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

成
年
後
見
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

○
現
行
の
禁
治
産
・
準
禁
治
産
類
型

　
を
改
め
て
後
見
・
保
佐
と
し
、
軽

度
の
痴
呆
や
知
的
障
害
を
持
つ
人

　
を
対
象
と
す
る
「
補
助
」
を
新
設

　
し
、
3
類
刑
土
と
し
ま
し
た
。

○
本
人
の
事
前
の
任
意
契
約
に
よ
る

任
意
後
見
制
度
を
設
け
、
家
庭
裁

　
判
所
が
後
見
人
な
ど
を
選
任
す
る

　
従
来
の
法
定
後
見
人
制
度
と
の
2

　
本
立
て
と
し
ま
し
た
。

○
戸
籍
記
載
に
代
わ
る
成
年
後
見
登

　
記
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

○
手
話
通
訳
・
筆
談
に
よ
る
公
正
証

　
書
遺
言
を
認
め
ま
し
た
。

○
法
人
が
後
見
人
に
な
る
こ
と
が
で

き
、
複
数
の
後
見
人
を
認
め
る
制

度
を
導
入
し
ま
し
た
。

○
配
偶
者
が
い
る
場
合
必
ず
後
見
人

　
と
な
っ
て
い
た
制
度
を
廃
止
し
ま

　
し
た
。
詳
し
い
こ
と
は
戸
籍
係
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

、
覇

実
講

一鱗

　
成
人
式
の
お
知
ら
せ

　
　
　
公
民
館
（
生
涯
学
習
課
）

　
今
年
度
の
成
人
式
は
5
月
3
日
午
前

10

時
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー
で
式
典
を
開

催
し
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
現
在
該
当
者
の
名
簿

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
し
て
い
る
の
に
案
内
状
が
届
い

て
い
な
い
家
庭
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
手
数
で
す
が
、
総
合
セ
ン
タ
ー
内
生

涯
学
習
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
智
7
1
2
3
0
1
）

心の健康相談会県立冑少年研修センター主催事業のお知らせ

　眠れない、気分が沈んで意欲が

わかない、また、思春期の問題や

お年よりの痴呆などで困っている

方や家族の相談に専門医や相談員

が応じます。

12年度日程
4／11（火）、　5／9（火）、　6／12（月）、　7／11（火）、

8／14（月）、　9／5（火）、　10／10（火）、　11／7（火）、

12／11（月）、1／9（幻、2／13（火〉、3／6（幻

時間　13：30～14：30

会場　上越保健所2階相談室

その他　無料でプライバシーは守

　　　　られます。また、電話で

　　　　予約が必要です。

問い合わせ及び申し込み

上越保健所地域保健課第2係
　　　　　　　（暦0255－24－6132）

第1回「こころの発見」

　期日　5月13日（土）～14日（日）

　内容　レクリェーションほか

第2回「こころの森」

　期日　7月8日（十）～9日（日）

　内容　キャンプと野外活動

第3回「こころの工房」
　期日　10月14日（土）～15日（日）

　内容　自然の植物を利用した創

　　　　作活動

第4回「こころの旅立ち」

　期日　12月9日（土）～10日（日）

　内容　行事などでの運営や企画

申し込み及び問い合わせ

いずれも県立青少年研修センター
（盈0256－77－2111　　1凪）256－77－2114）

⇔体験活動パワーアッブ事業

「がんばるお父さんお母さん

　　　　　　　緑のステージ」

対象・定員　青少年活動の指導に

興味のある人、40人（児童の同伴可）

第1回「春の山野草を楽しもう」

　期日　4月22日（土）～23日（日）

第2回「海とカヌーを楽しもう」

　期日　6月24日（土）～25日（日）

第3回「秋のキャンプを楽しもう」

　期日　9月30日（十）～10月1日（日）

第4回「小正月行事を楽しもう」

　期日　1月13日（土）～14日（日）

⇔こころ倶楽部

対象・定員　18歳以上の青年及び

青年指導に興味のある人、毎回80人

15



ご存知ですか？検察審査会

　交通事故、詐欺などの被害に

あって警察や検察庁に訴えたの

に、その事件を裁判にかけてく

れない（これを不起訴処分とい

います．）のはどうも納得できな

い。こんな不満をお持ちの人は、

高田検察審査会にご相談くださ
）、。

　申し立てには費用は一切かか

りません。また、秘密は固く守

られます。

高田検察審査会事務局

（智0255－24－5160新潟地方裁判

所高田支部内）

富士山を実際に見たことのない方

無料招待「富士山初対面ツアー」

　富士吉田市は、市制50周年記

念事業として富士山を見たこと

がなく昭和26年3月20日以前に

生まれた人を対象に下記のとお

ン）無料で招待します．

日程　8月25日（金）～8月27日（日）

募集人員　50人

申し込み方法　所定の申込書に

よって申し込む

締切　6月15日休）当日消印有効

申し込み先　〒403－8601富士吉

田市下吉田1842　富士吉田市役

所企画課内市制50周年記念事業

事務局宛（智0555－24－5234）

税務職員o～募集について

　税務署では、次のとおり税務

職員を広く募集しています。

受験資格　①昭和48年4月2日～

昭和54年4月1日生まれの人②

昭和54年4月2日以降に生まれ

た人で大学を卒業、または来春

卒業見込みの人③人事院が②と

同等の資格があると認めた人

申込書の請求先　高田税務署ほ

か最寄りの税務署

申込受付期間

　①郵送…4月4日～5月11日
㈲消印有効②窓口受付…5月1
日（月）～5月11日休）

その他

　申込先等詳しいことは高田税

務署総務課まで（盈0255－23－4171）

消防史を十日町地域

　　　消防本部が発行

　十日町地域消防本部では、十

日町市及び中魚沼郡の江戸期か

ら現在にいたる郷土消防史をま

とめました。

　幅広く資料を収集し、A5判

900㌻にまとめてあります。（1

冊5，000円程度の予定）

ご希望の方は下記まで

申し込み・問い合わせ先

　十日町地域消防本部総務課

　　　　　（智0257－57－0119）

アート・オ7・7…ヲス・ウf一：ン

日時　6月5日（月）18：30開演

会場　上越文化会館　大ホール

入場料　2，500円

　　　　　（当日500円増し）

チケット　上越文化会館ほかプ

　　　　レイガイド
プログラム

　J．S．バッハ「主よ人の望み

のよろこびよ」BWV147より

ほか

問い合わせ　上越文化会館

（智0255－25－4103圃25－4105）

墜縄

　　200V体験クッキング教室

日時　4月28日㈹10：30～

会場　東北電力十日町営業所

内容　手づくりお菓子でティタ

　　　イム…ミルフィーユとシ

　　　フォンケーキ

定員　18名

　　　（はじめての方大歓迎）

受講料　500円

その他　エプロン持参

申し込み先　十日町営業所お客

様センター（智0257－52－3107）

新潟労働局設置のお知らせ

　地方分権一括法施行に伴い県

の組織に属していた職業安定課・

雇用保険課を国の出先機関に再

編しました。

　新設の新潟労働局は、今まで

の労働基準局及び新潟女性少年

室と県の職業安定課・雇用保険

課を統合したものです。なお、

労働基準監督署及びハローワー

ク（公共職業安定所）の組織等

の変更はありません。

新潟労働局　〒951－8588新潟市

川岸町1－56（智025－234－5920～

5928）

労働保険料（労災保険・雇用保険）

の申告、納付は5月22日まで

　労働保険事務組合に事務を委

託している事業主は事務組合が

指定する日までに手続きを完了

してください。

問い合わせ　十日町労働基準監

督署　　　　（智0257－52－2079）

学卒求人申込説明会の開催について

　来春学校卒業予定者を対象と

した求人申込手続き等の説明会

を下記日程で行います。

《第1回説明会》

日時　4月20日休）14：00～

会場　上越テクノスクール

《第2回説明会》

日時　5月17日㈱14：00～

会場　上越人材ハイスクール

問い合わせ　ハローワーク上越

　　　　　（智0255－23－6121）

◎・県立自然科学館

　　　　　（智025－283－3331）

休館日　毎週月曜

サイエンスショー

「シャボン玉と遊ぼう」

4月29日（十）～5月7日（日）

プラネタリウム

　アニメ「ペンギンペンちゃん

と星空動物園」

　小中310円、大人510円（プラ

ネタリウムは小中100円、大人200

円増し）

◇リージョンプラザ上越

　　　　　（盈0255－44－2122）

休館日　17日（月）、24日（月）

＜上越科学館＞

料金…小中200円、大人400円

●サイエンスマジックショー

「びっくり、ドッキリ楽しい化

学」23、30日①11：30～②13：30～

③15：30～

●映画会　22、23、30日①10：40～

②14：30～タツノオトシゴって本

当に魚？／まほうの子うま

●野鳥観察会　23日5：30～7：30
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4
乳がん・婦人科検診

／
2
0

木 赤口 　総合体育館12：30～
殻雨
松寿大学開講式総合センター8：4αv

6 土 赤口 立夏

21 金 先勝 7 日 先勝

フリーマーケット『愛の風』

22 土 友引 松代中央線10：00～ 8 月 友引 七つ詣り
（問）商工観光係

消防団幹部郊外講習
23 目 先負 十日町総体他 9 火 先負

7：00役場集合

24 月 仏滅 10 水 仏滅

乳がん・婦人科検診

25 火 大安
　　　総合体育館12：30～
嘱託員会議9＝30～役場第1会議室
すくすく教室

Il 木 大安
世田谷区福島地区で交流

　　　（問）商工観光係
開講式・松代保育園9：30～

26 水 赤口 12 金 赤口

フリーマーケット『愛の風』

27 木 先勝 13 土 先勝 松代中央線10：00～
（問）商工観光係

28 金 友引 14 日 友引

みどりの日 狂犬病予防接種
29 土 先負 郷土資料館開館 15 月 先負’ 町内6会場

9：00～16：30大人2GO円、小・中100円 時間指定⇒広報15ぺ一ジ参照

30 日 仏滅 16 火 仏滅

5 山火事予防運動（～7日）

／ 月 大安 「守ろうよ、地域の緑を、 17 水 大安

1 火の手から」

心配ごと相談

2 火 赤口 デイサービスセンター 18 木 赤口

9：00～（担：石黒）

憲法記念臼 心配ごと相談

3 水 先勝
成人式総含センター10：00～
山菜採りツアー（問）やぶこ

19 金 先勝 デイサービスセンター

ざきの会盈7－2118小野嶋 9：00～（担：富沢）

4 木 仏滅
山菜採りツアー2日自

国民の休日
20 土 友引

第21回山菜を楽しむ会
　　　（問）企画振興課

MEMO
5 金 大安 子どもの目　、 ●火災予防講習会を受付けています。申し込みは分遣所（麿7－2310まで）

●『未来へとどけ！願いのかけはし交通安全』（今年度標語）

土砂災害等への防災対策について

　昨年12月以降地すべりが例年

になく発生しています。融雪期

を迎え、地すべり等土砂災害の

おそれのある危険箇所がありま

したらお知らせください。また、

工事現場等での事故防止にご協

力ください。

連絡先　建設課及び安塚土木松

代分所（智7－2030）

コンピューター研修のご案内

十日町情報館盈0257－50－5100

はじめてのマウス＆キーボード

対象　コンピューターがはじめての人

内容　マウス操作と文字入力1

　　　回2時間の2日間コース
日時

　5月18日（木）～19日（金）19：00～21：00

　5月23日（火）～24日（水）14：00～16：00

定員　12人

その他　テキスト代実費、6月・

　　　　7月も教室開催
はじめてのインターネット

対象　インターネットを学びたい人

内容　ホームページの紹介ほか

　　　1回3時間の1日コース
日時

　5月17日（木）14：00～17：00

　5月23日（火）19：00～22：00

　5月28日（日）14：00～17：00

定員　12人

その他　無料6月・7月も教室開催

撫

あててください、誰でしょう？　4月2日で今シーズンの営業を終了した松代ス

キー場での1枚。いでたちは地味ですが、板はカービングスキーとお金もかかっ

ています。技術もスキーも立派なのにびっくり。来シーズンもお待ちしています。

Q
　
何
か
食
べ
た
後
に
は
、
歯
を
み
が

　
く
の
は
よ
い
と
い
う
こ
と
は
分
か
り

　
ま
す
が
、
何
か
こ
れ
に
代
わ
る
よ
い

　
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

A
　
特
に
甘
い
も
の
を
食
べ
た
あ
と
に

　
は
、
歯
を
み
が
く
習
慣
を
つ
け
る
こ

　
と
は
よ
い
こ
と
で
す
が
、
実
際
に
は

　
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
甘
い

　
も
の
を
食
べ
た
あ
と
に
は
、
口
の
中

　
に
残
っ
た
甘
い
も
の
を
洗
い
流
す
と

　
い
う
意
味
で
、
水
で
よ
く
う
が
い
を

　
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
小
さ

　
な
子
供
で
う
が
い
が
上
手
に
で
き
な

　
い
場
合
は
、
水
や
お
茶
を
飲
ま
せ
て
、

　
口
の
中
の
汚
れ
を
洗
い
流
す
よ
う
に

　
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

1歯



7月20日～9月10日　今月より7月20日からはじ．まる大地の芸術祭におい

て松代で作品をつくる作家の皆さんをとりあげます。

龍夫さん筑波大学教授　5可ロ

〈
「
関
係
－
大
地
・
北
斗
七
星
」

鉄
（
コ
ー
ル
テ
ン
綱
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、
植
物
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．
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蜜
　
F

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ろ

　
、
△
蕪
雪
　
一
、
。
」
　
　
鱒
、

響
蕪
麺
紅
レ
ヒ
し
　
　
・

品
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

ま
ず
非
常
に
広
大
な
土
地
、

大
な
大
地
で
の
作
品
の
プ
ラ
ン
で
あ

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま
ず
、
わ
た

　
今
回
は
、
4
月
4
日
、
当

町
を
訪
れ
た
河
口
龍
夫
さ

ん
を
、
作
品
の
制
作
現
場
に

た
ず
ね
て
作
品
の
計
画
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
作
品
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

つ
い
て

　
作
品
の
構
想
は
、
今
回

越
後
妻
有
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
の
た
め
に
つ
く
っ
た
作

　
　
　
　
　
　
　
今
回
、

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
広

し
は
、
大
地
と
ど
う
関
わ
る
か
と
い

う
こ
と
を
基
本
的
な
プ
ラ
ン
に
し
ま

し
た
。
わ
た
し
は
関
係
と
い
う
こ
と

に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
と
り
あ
え
ず

は
、
今
回
の
越
後
妻
有
と
の
関
係
、

大
地
と
の
関
係
、
そ
の
二
つ
を
重
ね

合
わ
せ
て
、
タ
イ
ト
ル
と
し
て
は
「
関

係
－
大
地
」
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
大
地
を
宇
宙
、
天
体
、
星
と

つ
な
げ
よ
う
と
思
っ
て
、
そ
の
越
後

妻
有
、
今
回
は
松
代
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
大
地
の
一
部
分
を
人

間
が
つ
く
っ
た
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
と
い

う
素
材
で
お
お
う
、
そ
し
て
お
お
っ

た
鉄
の
表
面
に
ち
ょ
う
ど
北
斗
七
星

を
裏
側
か
ら
見
た
、
い
わ
ば
鏡
に
映

し
て
み
た
状
態
の
北
斗
七
星
を
つ
く

る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
作
品

に
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
で
す
。

　
素
材
の
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
は
錆
び
て

朽
ち
る
鉄
と
は
違
い
、
積
極
的
に
錆

び
な
が
ら
も
そ
の
状
態
を
保
ち
続
け

る
と
い
う
金
属
で
す
。
そ
れ
で
大
地

の
一
部
分
を
お
お
う
。
そ
し
て
、
一

部
分
を
お
お
う
結
果
と
し
て
、
そ
の

北
斗
七
星
の
位
置
に
穴
を
あ
け
、
そ

の
北
斗
七
星
の
位
置
と
大
地
に
北
斗

七
星
が
で
き
た
ー
お
お
げ
さ
で
す
が
、

夏
で
す
か
ら
、
実
際
の
天
体
の
北
斗

七
星
が
ち
ょ
う
ど
作
品
の
裏
側
か
ら

見
れ
ば
天
体
の
北
斗
七
星
と
一
致
す

る
と
い
っ
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に
作
品

を
つ
く
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
妻
有
6
市
町
村
へ
の
感
想
は

　
国
際
展
と
い
う
と
、
世
界
か
ら
美

術
関
係
者
が
訪
れ
ま
す
が
、
そ
う
し

た
国
際
展
は
都
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
都
市
型
で
は
な
く
、
村
や

町
で
開
か
れ
る
の
は
ユ
ニ
レ
ク
で
す

ね
。
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
国
際
展
で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
こ
ち
ら
に
住

ん
で
い
る
人
の
な
る
べ
く
じ
ゃ
ま
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ

れ
で
い
て
、
何
か
地
域
の
方
か
ら
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
い
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
わ
た
し
の

作
品
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
地
を
含
め
て
、
宇
宙
、
空
、
星
座

と
い
う
も
の
と
の
つ
な
が
り
、
い
わ

ゆ
る
宇
宙
を
構
成
し
て
い
る
大
地
…

こ
の
地
球
自
身
も
、
ま
た
星
で
あ
る

こ
と
。
そ
う
い
う
意
識
を
も
っ
て
も

ら
え
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
意
識
は
そ
の
ま
ま
人
間

に
対
し
て
も
通
じ
る
こ
と
が
あ
り
そ

う
で
す
が

　
そ
う
で
す
ね
、
そ
う
い
う
意
味
で

も
こ
の
場
所
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

土
地
の
持
ち
主
の
方
、
ひ
い
て
は
6

市
町
村
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

同團鋤圃回
（2月26日～3月25日）

幸せ多い人生を（婚姻）

小野島友美・田村　明美さん

　　　　　（松代・にまいだ）

ご冥福をお祈りします（死亡）

小堺　ヤスさん　　　　　102歳

　　　　（蒲生・ますむらや）

高橋　紀元さん　　　　　　66歳

　　　　　（莇平・こうしち）

鈴木　周平さん　　　　　　91歳

　　　　　（松代・ふくぞう）

石田　幸丸さん　　　　　66歳

　　　　（苧島・こうえんど）

鈴木、マセさん　　　　　89歳

　　　　　（松代・しんまち）

若井美保子さん　　　　　　50歳

　　　　　　（蓬平・しんや）

関谷　トラさん　　　　　73歳

　　　　　（松代・ごんねん）

宮澤　平治さん　　　　　54歳

　　　　　（下山・たかはら）

高橋　ヨキさん　　　　　91歳

　　　　　（田澤・まるやま）

佐藤巳三郎さん　　　　　　73歳

　　　　　（千年・おおまい）

　男　　2，165人　　（一18人）

　女2，208人（一16人）
　計4，373人（一34人）
世帯数1，434世帯（一4世帯）

　出生1人　　死亡10人
　転入12人　　転出37人
　　　（12年3月末日現在）

　　人ロの動き

舞
かへ
Sのノ

ま
ち
づ
く
り
に
＝
目

隊
騨
，

佐藤堅一さん
　（滝沢）

　
町
の
中
心
部
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
各
地
区
の
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
は
、

ま
だ
、
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
な
ど
で
紹
介
し
て
も
ら
い
、
皆
さ

ん
か
ら
見
て
も
ら
っ
た
り
、
参
加
し
て
も

ら
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

圏
い
縁
巌
郷
鑛
鐸
耀

　
ま
た
、
今
月
号
よ
り
お
知
ら
せ
の
ぺ
ー

ジ
に
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
を
加
え
ま
し
た
。

毎
月
2
0
日
ま
で
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
の

で
、
広
報
係
ま
で
電
話
で
連
絡
を
い
た
だ

け
れ
ば
、
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
も
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ご

意
見
等
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

圖
園
圏
圃

　
年
度
も
か
わ
り
、
今
月
号
か
ら
紙
面
の

一
部
を
か
え
ま
し
た
。
今
回
で
、
1
2
カ
月

分
の
広
報
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
ず
も
っ
て
皆
様
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
▼
広
報
へ
の
話
題
等
あ
り
ま
し

た
ら
、
そ
っ
と
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。
伺

い
ま
す
。
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